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突然ですが「ねんてん先生」って知っていますか。本名は「坪内

つぼうち

稔
とし

典
のり

」とおっ

しゃいます。でも、一般的に名前を音読みして「ねんてん先生」として親しまれ

ており、とてもよく知られている先生です。先生と言っても現役の先生ではなく、

かつて中学校の校長先生をされていた経験があり、今は佛教大学名誉教授、京都

教育大学名誉教授という先生です。と聞けば中学生の皆さんにとっては近寄りが

たい感じがするかもしれませんが、お会いしてお話をお聞きすると、とても気さ

くで誰にでも優しいお人柄で一度お話しすると、その魅力に引き込まれてしまう

すごい先生です。（年下の私が言うのも失礼な話ですが…） 

そんな「ねんてん先生」が今度安倉中学校に来てくださり３年生の俳句大会に

力を貸していただけることになりました。もう少しねんてん先生の紹介をさせて

いただきます。ねんてん先生は、正岡子規や松尾芭蕉などの俳句の研究でとても

有名で、著作も多く「坪内稔典の俳句の授業」「俳句のユーモア」「カバに会う-

日本全国河馬めぐり」「カバヤ文庫の時代」「子規とその時代」「芭蕉とその時代」

などがあります。現在、毎日新聞朝刊に『季語刻々』という俳句コラムを 14 年

間に渡り毎日連載されており、私はその記事が読みたくて毎日新聞を購読してい

るほどです。また、宝塚市で毎年行われている『ことばの祭典』での俳句バトル

での講師役を務められています。市立伊丹ミュージアム名誉館長や平成 12 年京

都府文化賞功労賞・平成 16 年京都市文化功労者・令和 2 年兵庫県文化賞などご

紹介することは数えあげればキリがないほどです。 

それでは、ねんてん先生の有名な俳句をいくつか紹介させていただきます。 

「三月の 甘納豆
あ ま な っ と う

の うふふふふ」 

「十二月 どうするどうする 甘納豆
あ ま な っ と う

」 

「たんぽぽの ぽぽのあたりが 火事ですよ」 

「しっぽまで 赤くて人参
に ん じ ん

 身がもたん」 

「がんばるわ なんて言うなよ 草の花」 

「春の風 ルンルンけんけん あんぽんたん」 

「桜散る あなたも河馬
か ば

に なりなさい」 



「水中の 河馬が燃えます 牡丹
ぼ た ん

雪
ゆ き

」 

「春の暮
く れ

 御用
ご よ う

御用と サロンパス」 

「ボンカレー 匂
に お

う３月 逆上がり」 

「花冷えの イカリソースに 恋慕
れ ん ぼ

せよ」 
どれもねんてん先生独特のセンスで一度聞いたら頭から離れないようなもの

ばかりです。甘納豆や人参などは、「言葉を身体化する」という表現でご自身で

「ハチャメチャ俳句」とも評されています。 

たった 17 文字の俳句の面白さは、全てを表現しきれないところにあります。

だから、作者の思いと受け止める読者の思いが違っていてもそれで良くて、そこ

が面白いということです。 

ねんてん先生は「受け止めるのは読者なので作者は（解釈を）読者に委ねる」

とおっしゃっています。また、「読者の受け止め方から作者が「へえ～」と思う

ような素敵な受け止め方をすれば、作者はそれに乗っかって新しい受け止め方を

するのも五・七・五の言葉の醍醐味」と言われています。「言葉の現代アート」

なのです。だから、「俳句は、自由に勝手に読んで楽しむ。そしたら世界がもっ

と面白く楽しくなる。」のです。 

また、ねんてん先生は「大人や老人にしか通じないのはダメ」「リズムやイメ

ージで何となくわかる」とか「小さいこども、10 歳くらいの子は言葉を覚えよ

うとしていて言葉が生き生きしている」として若い皆さんが普通に使う今どきの

独特の言葉などもとても面白いと肯定的に捉えられています。 

そして、実際にはありえないことも言葉の世界ではありえることとして、河馬

の俳句もありなのです。（ちなみにねんてん先生は、大の河馬好きで、日本全国

の動物園の河馬に会ってきたそうです。私は YouTube でのねんてん先生の自宅

の机の上の河馬を真似て校長室にも河馬を置いています。） 

そして、「自分にもわからない句が大切」ともおしゃっています。これで、俳

句がとっつきにくいと思っていた人も「なんか 1 句できそうだぞ」という気分に

なったでしょうか。この安倉中でも、ねんてん

先生の言葉遊びの感覚をどんどん広げていき

ながら言葉を大切に、人を大切にして、安倉中

学校での生活をもっともっと面白く楽しいも

のにしていければと考えています。 

12 月 13 日(金)3･4 校時ねんてん先生をお

招きして３年生俳句大会を行います。乞うご期

待。 

これを機に全校生の皆さんにも俳句作りで

言葉を紡いで遊んでもらう予定です。終業式当

日。どんなことになるのかわかりませんがまず

はここからやってみましょう。乞うご期待。 


